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●「開発こうほう」は、北海道開発協会のホームページでも
　ご覧になれます。

10月18日（金）
シンポジウム
「極端気象時の北海道への物流の確保・連携を考える」
14:30～17:20　ANAクラウンプラザホテル札幌 3 階　鳳
※詳細は46ページをご覧ください。

10月25日（金）・26日（土）
Ｇ20観光大臣会合
倶知安町　ニセコＨＡＮＡＺＯＮＯリゾート
　 Ｇ20メンバー国の観光大臣や国際機関の代表等により、世
界の観光市場や各国の観光政策の動向等を踏まえながら、
観光分野の世界的課題について議論されます。
　 北海道の観光についても、世界各国から注目を集めること
が期待されます。
　 官民一体となって、オール北海道での受入れやおもてなし、
北海道の魅力発信を行います。
　詳しくは、Ｇ20観光大臣会合実行委員会ホームページ
　http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/tsk/promo/G20-index.htm
　をご覧ください。

国営滝野すずらん丘陵公園
　10月12日（土）～10月22日（火･祝）
　紅葉まつり
　　園内の紅葉が見ごろを迎えます。
　　　●参加費　無料（入園料・駐車料金は別途）
　　　●場　所　 園内（特に中央口周辺や滝野の森ゾーン東

エリアがおすすめです）
　10月19日（土）
　ハロウィンのランタンづくり
　　手作りのランタンを作ります。
　　　●参加費　200円（入園料・駐車料金は別途）
　　　●定　員　50名
　　　●場　所　東口休憩所
　　　●時　間　9:30～12:00、13:30～16:00
　10月19日（土）・10月20日（日）
　滝野ｄｅハロウィン
　　 マントを作ったり、ペイントを施して、写真映えのするスポッ

トが多くある園内で写真を撮れます。
　　　●参加費　ペイント・マント各100円
　　　　　　　　（入園料・駐車料金は別途）
　　　●定　員　ペイント・マント各30名／日（当日先着受付）
　　　●場　所　東口休憩所
　　　●時　間　9:30～12:00、13:30～16:00

9 月18日（水）現在
滝野公園内の監視カメラの映像で、ヒグマの姿が確認された
ため、現在は臨時閉園しております。
※現在調査・対策中につき、再開園の見通しは立っておりませ
ん。ホームページ（http://www.takinopark.com/）内でご確
認いただくか、滝野公園案内所（011-592-3333）までお問い
合わせください。

48 ’19.10

　2018年度の日本の食料自給率は、カロリーベー
スで37%と過去最低となりました。前年度から 1
ポイント下がったのは、北海道が天候不順で、小
麦や大豆など主要な農作物の収穫量が減少したた
めですが、近年の自給率は低下傾向にあります。
要因の一つは農業者の減少です。家族経営や法人
を含めた農業経営体数は、直近の 5年間で19.2%
も減っており、このペースに農地集積が追いつ
かず、国内の農地面積は10年前に比べて約20万
ha（4.5%）減少しました。道内の農地は1.5%減と
健闘していますが、今後の農家数の減少は免れま
せん。将来を見据え、中空知では、官民が連携し
て、“みちびき”を含むGNSS（全球測位衛星シス
テム）や第 5世代移動通信を組合せて農業用トラ
クターを遠隔操作するなど、最先端技術の地域実
装を目指した事業が始まりました。こうしたイノ
ベーションが、地域農業を守ろうとする若手農業
者の取組を支えていくことでしょう。　　（黒﨑）
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